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　　　　南病棟チームカンファレンス記録

平成　２３年　２月　５日　（土）
司会者　久保　奈々美　　　記録　大嶋　香菜子
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出席者は記載者が○をつける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名
する事。

＜連絡事項＞
・藤田　金弘　様～インフルエンザ陽性、酸素療法、オムツ使用していること等、現在の状況を御家族様へ、連絡しています。オムツを持参しながら、面会依頼をしています。オムツ、面会は、月曜日になるとの事です。
＜患者様連絡事項＞
・上舘　ユキ　様～2/4準夜帯では、インフルエンザ（－）となっています。

ラピアクタ点滴用バック300mg、1本施行しています。

　　　　　　　　　1）ロゼクラート（1g）1本+生食100ml

　　　　　　　　　2）ロゼクラート（1g）1本+生食100ml

　　　　　　　　　※4:30、16:30に30分程度かけて2回施行。

　　　　　　　　　2/4、5、6分処方となっていましたが、点滴一部変更で、2日分処と

なっています。

・藤田　金弘　様～ＰＬ、レスプレン昼で飲み切り止めとなっています。

　　　　　　　　　点滴一部変更で2日分処方となっています。

　　　　　　　　　ラピアクタ点滴を使わないで様子見ていくとの事です。

・永洞　恭子　様～ツムラ①葛根湯は飲み切り止めとなっています。

　　　　　　　　　ラピアクタ点滴は、使わないで様子をみるとの事です。

・和田　敦子　様～ＰＬ夕方で飲み切り止めとなっています。

　　　　　　　　　予測指示で、39℃以上の熱が出たら、アンヒバ坐薬1個挿肛となっています。8時間あけて再使用可となっています。

・中村　マス　様～歯痛時の予測指示が出ていましたが、2/20まで継続となっています。

・村井　八郎　様～日赤病院からの持参薬

　　　　　　　　　グラマリール（50）1×Vdsは飲み切り止めとなっています。

　　　　　　　　　眠れない様であれば、別の薬を処方するとの事です。夜間の睡眠状況確認しましょう。

・市橋　ひで　様～10：30インフルエンザテスト（－）だが、発熱続いており、感染の可能性0ではないので、本日より、タミフル2cap　1×朝夕　5日分処方となっています。（今日のみ昼、夕で服薬）

　　　　　　　　　予測指示38.5℃以上の熱があれば、アンヒバ坐薬挿肛（8時間あけて再使用可）となっています。

・小笠原　芳郎様～歯科受診し抜歯しています。

　　　　　　　　　クラビット（500）1T/3日分臨時処方となっています。

　　　　　　　　　ヨウフェナック（25）1T/9回分処方となっています。

＜ＳＳＴ評価＞

・Ａユニット
ウォーミングアップ：日時確認と、SST会話のポイント

テーマ：目標設定
　　　　　全体の総括：全体的に良い雰囲気で行っています。目標も自発的に発表したり、呼名にもすぐ発言出来ています。特に、川井ツセ様が今日も参加され、目標を決めること出来、「みんなでよくしてくれてる」と話されています。

・Ｂユニット
ウォーミングアップ：SSTについて

テーマ：目標設定
全体の総括：田村耕一様のイライラが目立ち、スタッフ介入にて途中退席されています。皆様は、はっきりと目標を決めています。若松高様がやや妄想発言あり、介入しています。
・ＣＤユニット
ウォーミングアップ：なし

テーマ：目標設定
全体の総括：体調不良者が数名いる為、個別で行っています。目標について把握出来ていない方が多く、こちらからアドバイスしながら目標立てる事が出来ている。
















































